
Javier Mariscal 
1950年	
 	
 スペイン、バレンシア生まれ。グラフィック・プロダクトデザイナー。  
1970年	
 	
 バルセロナに在住、仕事の拠点をもつ。  
1979年	
 	
 バル「Bar Cel Ona」のロゴをデザイン。  
1981年	
 	
  家具デザイナーとして、ミラノの「メンフィス、インターナショナルスタイル」

展に参加。  
1987年	
 	
 パリのポンピドーセンターで展覧会、そして、カッセルのドキュメンタルにも

参加。  
1980年代	
 マリエタおよびトラフィコ・デ・モダスのためのテキスタイルコレクションを

様々手がける。  
1989 年	
 	
 「コビー」が 1992 年バルセロナオリンピックのマスコットに選ばれる。 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

コビーは、破天荒なイメージで大きな議論を巻き起こしたが、時代がその必

要性をデザイナーに求めたのだと理解され、近代オリンピックの歴史におい

て最もよく知られたマスコットとなる。その後、コビーのアニメシリーズ「コ

ビーの冒険」が世界約 100カ国で放映される。  
1989年	
 	
 マリスカル・スタジオ設立 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

磯崎新、アルフレド・アリバス、フェルナンド・サラス・アマット、ペペ・

コルテスなどのデザイナーや建築家と様々なコラボレートする。 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
主な仕事として、スウェーデン社会党のためのビジュアルアイデンティティ

「ソシアルデモクラテルナ」や、スペインラジオ局の「バルセロナ動物園」、

バレンシア大学内の建築デザインセンター「ライトハウス」、文化センター「グ

ランシップ」、ロンドンの「フレームストア」など。  
1995年	
 	
 ハビエル・マリスカルとバレンシアの学校の学生との共同制作として、壁面装

飾「バレンシアでの学校の出会い」を手がける。 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
「トウィプシー」が 2000年のハノーバー万博（ドイツ）のマスコットに選ば
れる。トウィプシーは人気を博し、シリーズ化され、インターネットのビジ

ュアルスペース内で、トウィプシーはメッセンジャーとなる。100カ国以上で
販売される。  

1995年	
  イタリアメーカー、モロソの家具コレクション“アモロソス”にデザインを提供。	
 	
 	
   
2002年	
  ビルバオのグッケンハイム美術館隣接のグラン・ホテル・ドミネ GHDBの内装

を手がける。 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
マドリッドにて、シルケン・グループのホテル・プエルタ・アメリカ（2003～
2005年）の建築家とデザイナーの研究会に参加。スタジオ・マリスカルとフェ
ルナンド・サラスが同ホテル 11階の内装を担当。  

2005 年	
 マジス社の子ども向けコレクション「Me too」を手がけ、現在も継続中。 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
スペインの金融機関、バンカハのイメージ、カンペルのバッグの新ブランド 32nd 



Americaʼs Cup のイメージ、ビトリアの IKEAレストランの内装などを行う。  
2006年	
 	
 50年代のデザインにオマージュを贈る ARCOに参加、立体作品「クラッシュ」

を発表。	
  	
 	
 	
 	
 	
 	
  
マドリッドのテアトロ・デル・ボスケの装飾を実現。  

2007年	
  	
 32nd America’s Cupのビジュアルイメージをデザイン。  
シモン・オルテガの「1080の料理レシピ」本のデザイン、ミラノのサロン・
デ・モビレにおいて、マジス社子ども向け家具の発表。  

2008年	
 	
 ミラノで、ウノデザインのコレクションを発表。 
ロンドンで、フレームストアの新イメージを手がける。 
バリャドリーに、マリスカルの立体作品を設置したリオ・オルテガ病院開業。 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
バルセロナにスタジオ・マリスカルデザインによるエントランスのある H＆
M新店舗がオープン。  

2009年	
 	
 マリスカルとスタジオ・マリスカルの回顧展「マリスカル・ドゥローイング・
ライフ」がロンドンのデザイミュージアムで開幕。同タイトルの本が同時出

版される。 ノバ・エラ編集によるマリスカルの芸術的な仕事に焦点をあてた
本「マリスカル・スケッチ」も同時出版。  

2010年	
 	
 ハビエル・マリスカルとスタジオ・マリスカルの仕事の回顧展がバルセロナの
ラ・ペドレラ（ガウディ建築）にて、豊かな色彩で驚きを伴って開かれ、15 万
人の来場者を集める。  
グラフィック小説「リコとリコ」出版、およびアニメーション映画「チコとリ

タ」製作。同映画作品は世界各地の国際映画祭で上映される。スペインでは 2011
年 2月ロードショー公開。 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
＊オランダ国際アニメーション映画祭（HAFF)で最優秀賞受賞 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
＊ブリュッセルアニメーション映画祭で最優秀長編賞受賞 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
＊ベルリンで開かれた欧州映画賞にて最優秀アニメーション作品賞受賞 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
＊第 25回ゴヤ賞（スペインのアカデミー賞）長編アニメーション最優秀賞受賞 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
＊第 84回 アカデミー賞長編アニメーション賞 最終５作品ノミネート 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

  ミラノのサロン・デ・モビレで、アルテミデ、ネモ・カッシナ、レウコ、ウノデ
ザイン、モブレス 114とボンドムのための家具が発表される。  

2011年  サンリオ「Hello Kitty」40周年企画として コラボ作品「Hello Kitty Mariscal」
ライセンスビジネス開始。 

2013年  ソウルのハンガラン美術館にて Javier Mariscal Exhibition展覧会開幕。 
2014年  サンリオ 2014年度のカレンダーを「Hello Kitty Mariscal」新デザインで作成。 

サンリオ「Hello Kitty Mariscal 2」として、新デザインを制作。  
2015年  KIRIN 「世界の Kitchenから」広告展開に起用される。 

タツミプランニングとのコラボレーション住宅「Mariscal House」デザイン。  


